
原市場聖書教会

週　　報
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NO.935

15, 私たちはイエスを通して、賛美のいけにえ、御名をたた

える唇の果実を、絶えず神にささげようではありませんか。

16, 善を行うことと、分かち合うことを忘れてはいけま

せん。そのようないけにえを、神は喜ばれるのです。            

　　　　　　　　　　　　　へブル１３章１５～１６節

年間聖句
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主日礼拝
２０２3 年　３月　５日

礼拝奉仕者

説教 ： 若村和仁師　　司会 ： 本多崇兄　　奏楽 ： 本多こずえ姉　 献金 ： 渡辺愛秀兄　
受付 ： 本多祐子姉　

祈 り

ワーシップ賛美

使 徒 信 条

主 の 祈 り

賛 美

献 金

感 謝 の 祈 り

聖 書 朗 読

説 教

黙 祷

賛 美

聖 餐 式

賛 美

頌 栄

祝 祷

後 奏

報 告

司 会 者

一 同

一 同

一 同

一 同

一 同

渡 辺 愛 秀 兄

司 会 者

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

一 同

一 同

若 村 和 仁 師

奏 楽 者

司 会 者

「 主イエスの十字架の血で」

聖歌５４１番「 みなささげまつり」

マタイ１５章１２節～２０節

「 心の状態は口や行動に出る」

聖歌５８９番「 めぐみの高きね」

教会福音賛美歌２５９「 ともにパンを分け合おう」

聖歌３８３番「 ちち ・ みこ ・ みたまの」

●コロナウィルス感染が落ち着くまで

昼食会はお休みいたします。
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聖書 新改訳 2017©2017 新日本聖書刊行会より抜粋

メッセージ聖書箇所

マタイ１５章１２節～２０節

12, そのとき、 弟子たちが近寄って来てイエスに言った。 「パリサイ人

たちがおことばを聞いて腹を立てたのをご存じですか。」

13, イエスは答えられた。 「わたしの天の父が植えなかった木は、 す

べて根こそぎにされます。

14,彼らのことは放っておきなさい。彼らは盲人を案内する盲人です。

もし盲人が盲人を案内すれば、 二人とも穴に落ちます。」

15, そこでペテロがイエスに答えた。 「私たちに、 そのたとえを説明

してください。」

16, イエスは言われた。 「あなたがたも、 まだ分からないのですか。

17, 口に入る物はみな、 腹に入り、 排泄されて外に出されることが

分からないのですか。

18, しかし、 口から出るものは心から出て来ます。 それが人を汚すの

です。

19, 悪い考え、 殺人、 姦淫、 淫らな行い、 盗み、 偽証、 ののしりは、

心から出て来るからです。

20, これらのものが人を汚します。 しかし、 洗わない手で食べること

は人を汚しません。」

「心の状態は口や行動に出る」 
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今週のワーシップ賛美
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主の祈り

　天にまします　われらの父よ　

願わくは御
み な

名をあがめさせたまえ

御
みくに

国をきたらせたまえ　みこころの天になるごとく

地にもなさせたまえ　われらの日用の糧を

今日も与えたまえ　われらに罪をおかすものを

われらがゆるすごとく　われらの罪をもゆるしたまえ

われらを試みにあわせず　悪より救い いだしたまえ

国と力と栄えとは　限りなくなんじのものなればなり

アーメン

主の祈りは、イエス様が「こう祈りなさい」と教えてくださった祈りです。ですから、

「主の祈り（しゅのいのり）」と呼ばれています。翻訳によって言葉づかいは異なりますが、

新約聖書マタイによる福音書６章９節～１３節に書いてあります。 

使徒信条

我は天地の造り主、 全能の父なる神を信ず。

我はその独り子、 我らの主、 イエス ・ キリストを信ず。

主は聖霊によりてやどり、 おとめマリヤより生まれ、

ポンテオ ・ ピラトのもとに苦しみを受け、

十字架につけられ、 死にて葬
ほうむ

られ、 陰
よ み

府にくだり、

三日目に死人の内よりよみがえり、

天にのぼり、 全能の父なる神の右に座したまえり。

かしこよりきたりて生ける者と死にたる者とを審きたまわん。

我は聖霊を信ず。 聖なる公同の教会、

聖徒の交わり、 罪のゆるし、

からだのよみがえり、 とこしえの命を信ず。

アーメン

キリスト教会の最古の信条で， 普遍的に受け入れられ， 告白される信条の一つです。
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御言葉紹介
★ 2023 年 3月 1日御言葉

エペソ２章８節

８、 この恵みのゆえに、 あなたがたは信仰によって救われたのです。 それはあなた方か

ら出たことではなく、 神の賜物です。

９、 行いによるのではありません。 だれも誇ることのないためです。

●魂の救いは、 行いによるのではないと語られています。 この手紙を書いた著者である

パウロは、 もともと律法 （旧約聖書） の専門家でした。 パウロは頭がよく律法の専門

家でもあったため、 律法を知らない人、 守れない人を裁き、 受け入れることが出来な

い人でした。 それどころか、キリストの弟子たちを否定し、迫害するような人だったのです。

　しかし、 パウロは神のために正しいことをしていると信じ、 キリストの弟子たちを迫害し、

その弟子たちを殺害するために旅をしていた途中に神からの光を受け倒れ、 キリストの声

を聞き、 自分が正しいと思ってキリストを迫害してきたことが、 神を迫害する者となって

いたことに気づかされ、 一方的な神の恵みにより、 助けられ救われる経験をしたのです。

　それからのパウロは、 弱さを覚える人、 他民族の人を自分の物差しで裁くのではなく、

キリストの愛を模範として神の愛を伝える人へと変えられたのです。 そして、 救いは、 行

いではなく、 キリストを通して表された神の恵みを素直に受け、 キリストの十字架の愛を

信じる信仰によって人は救われるということを伝える人となったのです。

　行い主義だったパウロが、 自分も完璧ではなく弱さがあることを知り、 神の愛を味わっ

たのです。 その結果、 今までは人の弱さをあらさがしをして人を裁くパウロでしたが、 そ

こから神様の愛によって変えられ、 人を愛し、 神の愛を伝える人へと 180 度変えられ、

愛の人に変わったのです。

　人間の愛には限界があります。 自分の力に頼っているのであれば、 それは持続できる

ものではなくなてしまうのです。 神の愛をまず素直に感謝して受けてこそ、 持続可能な

信仰と愛の実践ができるようになるのです。 　

　魂の救いは、 人間の行いや努力で得るものではなく、 まずは自分たちの弱さを認め、

神に生かされている存在であることを認め、 謙虚に感謝して神の恵みとして神の愛 （罪

の身代わりの十字架の愛） による救いを受け取ることが大切なのです。

神に愛されていることを信じ愛の中を歩めるようお祈りしています。

原市場聖書教会

若村和仁
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　　　　　　　　　子供　　 男性　　女性　　　  合計

先週の各集会出席者数

 3 月 1 日（水 )

 2 月 26 日（日 ) 教会学校ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞ 　2 人

礼　　　　　拝    2+0 人    5+2 人   9+4 人  22（16+6）人

　　　　　　　（※各集会 「対面 + ｵﾝﾗｲﾝ」　表記となります。）

夕　　礼　　拝　　 　　　　  希望者がおられませんでした。

祈　　り　　会　　　　       1 人　　4人　　　　5人

報　　　　告

本日午後の予定

次週礼拝（３月１２日〈日〉）
司　　会 ： 本多崇兄　　

聖　　書 ： マタイ１５章２１節～２８節

説　　教 ： 「立派な信仰とは」　若村和仁師　

奏　　楽 ： 本多こずえ姉　　

讃　　美 ： ワーシップ賛美 「満たして下さる方」

　　　　　　　　聖歌２０１、 聖歌４６４、 聖歌３８３　

受　　付 ： 本多節子姉　　献金感謝祈祷 ： 本多志依姉

集会案内

礼　　　　　拝            　　 　　　　　  10:30 ～ 12:00　
3 月 12 日 ( 日） ハレルヤキッズ　 　　 　　　 　　　　　　  09:30 ～ 10:15

祈    り    会                             10:30 ～ 12:003 月 8 日 ( 水）

☆自家焙煎珈琲タイム

●本日も礼拝後自家焙煎コーヒーをご用意しています。 お時間のある方お交わり下さい。

☆公示：日本同盟基督教団教規第４７条に従って、 定期教会総会を下記の通り開催いたします。
・ 日時 ： ３/5 （日） 本日 13 ： 30 より　 ・ 場所 ： 原市場聖書教会礼拝堂にて
　　教会員の方はご参加お願いいたします。 やむを得ない事情で出席できない方は、 委任状の　
　　提出を若村師または、 若村めぐみ姉までお願いいたします。
　　昼食を各自で済ませてご出席下さい。

★聖書を学びたい方、 洗礼を希望される方はお気軽に牧師にご相談ください。
★原市場聖書教会での礼拝は以下の感染防止対策を継続いたし ます。
　　1, 体調のすぐれない方は zoom によるオンラインでの参加をご検討ください。

　　2, 会堂での礼拝参加の際は、 極力間隔をあけてお座りください。

　　3, 会堂に入られる際には、 マスクの着用、 手の消毒をよろしくお願いします。

　　4, 当面の間、 食事を伴う交わりは自粛いたします。

☆若村和仁師　今週の外部奉仕＆予定

・ ３月７日～３月１０日 （月～金） あまやどり （日高市地活） （場所 ： 高麗聖書教会）

・ ３月１１日 （土） hi-b.a. 地区集会 （場所 ： 原市場聖書教会）

こひつじタイムお休みです。3月 7日 (火）
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頌　栄

聖歌３８３

「ちち・みこ・みたまの」

教会ホームページ http://hbc.holy.jp/　E ﾒｰﾙ hibawaka@aol.com

原市場聖書教会
〒357-0126 飯能市下赤工 396-6

TEL:042-977-0254
FAX:042-981-7200

牧　師 :若村和仁　

10:30-12:00

 9:30-10:10

17:00-18:00

 

10:30-12:00

10:00-13:00

10:30-12:00

主 日 礼 拝

ﾊ ﾚ ﾙ ﾔ ｷ ｯ ｽ ﾞ

夕拝（第一は休み）

祈 り 会

赤 毛 の ｱ ﾝ

こひつじﾀｲ ﾑ

日曜あさ

日曜あさ

日曜夕方

水曜

第2第 4火曜日

第 1第 3火曜日

ﾊﾚﾙﾔｷｯｽﾞｽﾍﾟｼｬﾙ　
ひと月一回（日曜か土曜日）

 集会案内 

14:00-16:00
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